
第 2回（平成 26年 7月期）番組審議会議事録 

 

1．開催日時   2014 年 7 月 30日（水）17：00～18：00 

 

2．開催場所   弊社会議室 

 

3．委員の出席 

     委員総数  8名 

     出席委員  7名  為岡務・正岡健二・山本幸男・木辻清子・宮川清・高木邦子・ 

平川愛恵（中村忠司 代理出席） 

欠席委員 1名 増田匡 

放送事業者側出席者 金千秋・平野由美子 

 

4．議事 

    番組審議 

     第 2回審議番組「Afternoon ねね」（60 分） 

    7月 10日（木） 16：00～17：00放送 

   パーソナリティ： 八兵衛、もんちゃん、アキ、タロウ、クンクン、わだかん、今ちゃん、

大ちゃん、がんちゃん 

   ゲスト： 濱田明展さん、濱田きよ子さん 

   応援：濱田治療院 

 

      毎週木曜日 16：00から放送のパーソナリティの平均年齢が 70 歳以上トーク番組。 

（再放送は土曜日の 15：00～16：00。） 

    番組開始当初から今年 1月 11日までは土曜日 15：00～16：00に放送していたが、担当者

の要望により放送曜日と時間を変更し、少し構成等にも工夫を凝らしている。 

 

5．議事の概要  

番組の基本コンセプトの説明後、審議を行う。 

 

6．審議内容  

 6-1．欠席者の審議紹介 

 

【増田匡委員】 

・ いつもながら、わいわいと楽しげな様子が伝わってきて良い。 

・ わだかんさんが話しておられた話題、東北大震災と阪神・淡路大震災のまちの復興に関する

比較もわかりやすかった。 

・ 引き続き楽しい番組作りに頑張っていただきたい。 

 

6-2．出席者の審議 

 

【山本幸雄委員】 

・ 毎週聴いているがいつも賑やかな会話が楽しく年齢を感じさせない。選曲も良い。 

・ ネタも豊富であっという間に時間が過ぎる。 

 

【木辻清子委員】 

・ いろいろなコーナーがあって飽きずにダレずに楽しく 1時間聴いた。 

・ 生歌は皆さん上手ですごいと思った。味のある声だ。 

 

【高木邦子委員】 

・ 夫が担当している番組なのでコメントしにくい。まもなく入院予定でしばらく番組を留守に

することになっており、気を遣ってかやたらと大きい声を出していたようだ。最後まで持つ

か心配だった。 



・ 担当者の顔が全部浮かぶ。お互いに気が合い、言いたいことを言い合っている。 

・ 内容も選曲も良く 60 分が短かった。皆さんさすがに大人だなと思いながら聴いた。 

 

【正岡健二委員】 

・ 大手の放送局では在り得ない FMわぃわぃならではの特徴的な番組である。 

・ 一人一人のマイクの音量がバラバラであった。 

・ 紙を見ながらしゃべると顔が下を向きマイクから遠くなるので気を付ける必要がある。 

・ 話題についてよく調べていると、聴いていて感じた。だから飽きないのではないか。初めの

ころに比べたらよくなったと思う。 

・ 選曲も良かった。70 歳代の人が若かった頃、戦後の華やかな頃の曲。 

・ 八兵衛さんの声は入院するのが嘘のようにお元気そうに感じられた。仲間たちという時間が

気分転換になっているのではないか。 

 

【宮川清委員】 

・ 地域密着の良い番組である。選曲も良くほのぼのしている。 

・ 単なる雑談に捉えられがちがところもあるので、番組冒頭にどんなコーナーがあるかの紹介、

コーナーの入りと明けの工夫などけじめが付くともっと良い印象になるのではないか。 

・ 各人が声のボリュームに気を配ってもらいたい。 

 

【平川愛恵（中村忠司委員代理出席）】 

・ いつも面白く聴いているが、今回も何度も笑いながら聴いた。 

・ 「今ちゃんのクイズコーナー」は声が遠く感じた。良い声だったので残念であった。 

 

【為岡務委員長】 

・ 担当者の顔を一人一人浮かべながら聴いた。FM わぃわぃの一番の特徴的な楽しい番組である。 

70歳代のパワーに感心する。 

・ しゃべり手が多いのでミキサーは苦労しているのではないか。 

・ 番組自体の良し悪しというより、方向性が良いと思う。 

・ 応援してくれる人材がいるのはすごいことである。 

 

【放送事業者側出席者：金千秋】 

・ 土曜日から木曜日に移動してから、コーナーや選曲等かなり工夫を凝らしておられて、毎回

打ち合わせにも余念がないご様子である。皆さんが番組を大事にされていらっしゃるのを感

じることができる。 

・ 八兵衛さんのドナリの声はこれまでは生であったが、ご不在の間は収録したものを使い続け

てもらいながら復帰を待つことにする。 

・ ご担当の皆さんはそれぞれご体調のことも気になる年代かと察するが、番組が“帰る場所”

として支えに思っていただける、そんな番組があってもよいと思う。 

 

7．審議機関の答申または改善意見に対して採った措置及びその年月日 

担当者に連絡（平成 25年 8月 3日） 

 

8．審議機関の答申または意見を公表した場合における公表内容、方法、年月日 

     公表内容…議事の内容 

     公表方法…自社放送 （平成 25年 8月 9日 12：00～13：55の番組内で放送予定） 

           事務所に議事録の備置き（平成 25年 8月 8日） 

       ホームページに掲載 http://www.tcc117.org/fmyy/index.php?cl=13-98 

 

9．その他参考事項    

特になし 

 

 

                                        以上 


